
２０２６年11月１日（日）正午～ 集会終了後、デモ行進
東京・浅草公会堂ホール（東京都台東区浅草１―38―６）

●国鉄１０４７名解雇撤回！労働法大改悪―労組なき社会化を許すな！
●中国―イラン侵略戦争を止めよう！改憲阻止！高市政権打倒！

全国労働者
総決起集会

今こそ闘う労働組合を甦らせよう！
労働者の国境を越えた団結で戦争を止めよう

《呼びかけ》
国鉄千葉動力車労働組合／国鉄分割・民営化に反対し、１０４７名
解雇撤回闘争を支援する全国運動／改憲・戦争阻止！大行進 

●基調報告　国鉄千葉動力車労働組合
●全国の労働者からのアピール
●海外から　韓国・民主労総ソウル地域本部、ほか

《集会事務局》	 千葉市中央区要町2-8 ＤＣ会館

	 	 ☎ 043(222)7207  FAX 043(224)7197

全国労組交流センター　東京都台東区元浅草2-4-10 五宝堂5F

果てしなく続く戦争とインフレ。 労働者民衆の怒りは限界をこ

えています。 今ほど労働運動の変革が求められている時はな

い、 今こそ労働組合が 「反戦」 の先頭に立たなければならな

い―私たちはその強い決意を込めて２０２６年１１・１全国労働

者総決起集会を開催します。 全国の労働者の怒りと力を一つ

に集め、 たたかう労働組合、 労働運動を甦らせましょう。

動労千葉の26春闘スト

昨年の11月集会後のデモ
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10・31労働者国際連帯集会 10月31日（土）13時 千葉商工会議所第２ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉市中央区中央2-5-1千葉中央ツインビル２号館14F）
　海外からのアピール　韓国・民主労総、在日ミャンマー人、在日イラン人ほか

関
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行
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労働者の力で戦争阻止を
●あふれる怒りの声と行動の先頭に
　高市政権は、労働者民衆が物価高と生活苦にあ
えぐなかで、中国との対立をあおり、「安全保障環
境の変化」の一言で反戦の声をおしつぶし、沖縄
―南西諸島の軍事要塞化、「継戦能力」形成＝大
軍拡と武器輸出、非核３原則の放棄を含む安保３
文書年内改定、スパイ防止法や天皇制国家主義の
攻撃（国旗損壊罪、皇室典範改定）、そして改憲
へと突進しています。これに対し、多くの労働者民
衆が危機感をもち、国会前には「戦争、改憲反対」
と叫ぶ数万の女性、若者の怒りの声があふれてい
ます。この怒りの先頭で闘う労働組合の登場が、今
こそ待ち望まれています。
●労働運動再生の展望を示す１１・１集会
　「中国と数年がかりで戦争を継続する能力」をつ
けるために兵器をどんどんつくることが経済を活性
化させる、軍需生産で景気が良くなる―こんな議論
が、「安保三文書改定有識者会議」などで行われ
ています。この高市政権と資本にすりより、労働者
を戦争の破滅へと引きずり込もうとしているのが連合
（芳野会長）です。そして労働者を「選挙の 1票」
としか見ず、労働者のストライキ、実力の闘いを押
しつぶしているのが日本共産党・全労連です。こ
の連合、全労連のもとに置かれた労働運動の現状
を変革しなければなりません。
　今の日本の労働運動の解体的な現実を生み出し
た出発点は、20万人首切りの1987 年国鉄分割・
民営化と89年総評解散＝連合結成でした。このと
き動労千葉は、首をかけて分割・民営化絶対反対
のストライキを闘い、以後今日まで40年にわたり
解雇撤回闘争を貫き、闘う労働組合を再生する運
動を全国に呼びかけてきました。11月労働者集会
はそこから生まれました。動労千葉の闘いは世界
的にも注目され、韓国の民主労総ソウル地域本部、
韓国鉄道労組との連帯闘争も築いてきました。た
たかう労働組合を再生する力がここにあります。11

月労働者集会に集まり、労働者の力で戦争を止め、
世の中を変える労働組合を共につくりだしましょう。
●労働者の国際連帯こそ戦争を止める力
　イラン、ガザ・パレスチナ、ベネズエラ、ウクラ
イナ････。世界戦争の危機が世界を覆っています。
その大もとは、没落の危機を深めるアメリカ帝国主
義が「米国第一」「力による平和」を掲げるトラン
プ政権のもとで、戦後秩序の暴力的再編に乗り出し、
「中国をつぶす」侵略戦争に踏み切っていることに
あります。米中会談は「全面的激突」を前にした「時
間稼ぎ」に過ぎず、高市政権は日米同盟で中国侵
略戦争をやることを決断し、すべての政治はそこに
向かっています。
　中国の習近平政権は世界の労働者に反戦闘争を
呼びかけるのではなく、米中会談でトランプと取引
しつつ、台湾をめぐって軍事的対抗を強め、米・
日の帝国主義に戦争の口実を与えています。
　今ここで日本の労働者がかつての侵略の歴史を
繰り返さない決意をもって立ち上がることが、日本
と中国・アジアの労働者民衆との国際連帯をつくり
戦争を阻止する力となります。労働者にこそ戦争を
止める力がある。11・１集会と浅草デモでそのこ
とを示しましょう。さらに11・22 全国反戦集会―
首相官邸デモに立ち上がりましょう。

昨年の11月労働者集会（東京・芝公園）


